
１ 補正予算案の考え方について　 ……………………………………………１ 頁

２ 補正予算要求事業　 …………………………………………………２

平成28年度２月補正（追加）予算編成過程の公開

目 次

名  古  屋  市



１　補正予算案の考え方について

　各局からの要求に対する財政局案の考え方は以下の通りです。

　各局からの要求に対する予算案の考え方は以下の通りです。

区分 理　　　　　由

① 所管局の要求（見積り）通り

② 事業内容、積算内容を精査のうえ計上

③ 局現計予算額の範囲内で対応を検討

④ 財政局案段階では未計上

区分 理　　　　　由

① 所管局の要求（見積り）通り

② 事業内容、積算内容を精査のうえ計上

③ 局現計予算額の範囲内で対応を検討

④ 計上せず
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２　補正予算要求事業

（１）総括表 （単位：百万円）
（　　）書は一般財源額

繰越明許費 繰越明許費 繰越明許費
５件 ５件 ５件

要 求 額区 分 予 算 案財 政 局 案

観光文化交流局

（２）各局の内訳 （単位：百万円）
（　　）書は一般財源額

（観光文化交流局） 事業が翌年度にわたるため繰り － 
特別史跡名古屋城跡 越すもの － (－)
石垣の調査 (－) － 

　繰越明許費　50百万円 (－)
（観光文化交流局） 事業が翌年度にわたるため繰り － 
名古屋城天守閣事業 越すもの － (－)
資金の貸付 (－) － 

　繰越明許費　44百万円 (－)
（観光文化交流局） 事業が翌年度にわたるため繰り － 
設計監理等支援業務 越すもの － (－)
委託 (－) － 

　繰越明許費　44百万円 (－)
（観光文化交流局） 事業が翌年度にわたるため繰り － 
天守閣木造復元の基 越すもの － (－)
本設計等 (－) － 

　繰越明許費　848百万円 (－)
（観光文化交流局） 事業が翌年度にわたるため繰り － 
特別史跡外における 越すもの － (－)
準備工事 (－) － 

　繰越明許費　105百万円 (－)
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（各局お問い合わせ先）

観 光 文 化 交 流 局 総 務 課 052-972-3106

電 話 番 号担 当 課担 当 局 室


